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教科 工業 科目 電子回路 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 電子回路 実教出版 

副教材 自作プリント 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

各種半導体素子の特性や電子回路素子の特性や動作などの基本的な知識や技術を活用し、思考・判断し

具体的な電子回路に対して深く考えるとともに適切に判断し創意工夫する能力を身に着けることが目標

です。授業の中では、２年生で学ぶ電子回路の基礎をもとに、さらに深めた知識・技術を学んでいきま

しょう。 

 

２．学習の到達目標 

各種半導体素子の特性、電子回路素子の特性、また、これらを利用した電子回路の基礎的・基本的な技

術を電子回路の回路設計等を通して、創意工夫し、実際に活用する実践的な態度を養い、工業技術者と

しての能力を身につける。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子回路素子と回路に

ついて、関心をもち意

欲的に取り組み、創造

的で実践的な態度をも

っている。 

 

電子回路素子の特性、 

原理・動作などの基礎

的な知識や技術を活用

し、電子回路に対して

思考・判断し創意工夫

する能力を身につけて

いる。 

 

電子回路の基礎的な技

術を、実際に活用する

実践的な態度をもち、

工業技術として具現化

する能力を身につけて

いる。 

電子回路素子の特性や

機能、各種電子回路の

構成及び取り扱い動作

原理に関する知識と技

術を身につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 

 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 

 

 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 

 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 

 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

増

幅

回

路 

の 

基

礎 

２章 増幅回路の基礎 

 

[3]トランジスタのバイアス回路 

 

 

[4]トランジスタの小信号増幅回路 

 

 

 

[5]トランジスタによる小信号増幅

回路の設計 

 

[6]FET による小信号増幅回路 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a : 電子回路の増幅回路に関心を持ち、意

欲的に学習に取り組んでいる。 

b :トランジスタのバイアスの考え方や小

信号増幅回路の設計を論理的に考察でき

る。 

d : バイアス電圧・電流の必要性を理解し

トランジスタの小信号増幅回路の設計に

ついて理解し、各特性を求める知識を身

につけている。 

c : 小信号増幅回路の各特性をグラフに

描き、小信号増幅回路の設計・製作する

ことができる。 

d : ＦＥＴ増幅回路の基礎的内容につい

て理解し、基本的知識を身につける。 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 

２
学
期 

増

幅

回

路

と

発

振

回

路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 いろいろな増幅回路 

 

[1]負帰還増幅回路 

 

[2]差動増幅回路と演算増幅器 

 

 

[3]電力増幅回路 

 

[4]高周波増幅回路 

 

 

４章 発振回路 

 

[1]発振回路の基礎 

 

[2]LC 発振回路 

 

[3]CR 発振回路 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a : 各増幅回路に関心を持ち、意欲的に学

習に取り組んでいる。 

b : 負帰還増幅回路において周波数特性

の改善を考察できる。 

d : :差動増幅回路の概要と演算増幅器の

基本的な特性や使い方を理解し、基本的

知識を身につける。 

c : 入力信号を効率よく増幅し、安定した

動作をさせる方法を身につける。 

d : ラジオ放送などに使用されている高

周波信号を増幅する回路について、基本

的知識を身につける。 

a : :発振回路に関心を持ち、意欲的に学

習に取り組んでいる。 

d ：発振回路の原理・分類について基本

的知識を身につける。 

d : ＬＣ発振回路の構成や発振周波数の

表し方を身につける。 

d : ＣＲ発振回路の構成や発振周波数の

表し方の知識を身につける。 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 



３
学
期 

変

調

回

路 

・ 

復

調

回

路 

・ 

電

源 

回

路 

 

 

 

 

 

 

 

 

５章 変調回路・復調回路 

[1]変調・復調の基礎 

 

 

６章 パルス回路 

 

[1]パルスの波形と応答 

 

[2]マルチマイブレータ 

 

 

[3]波形整形回路 

 

 

７章 電源回路 

[1]制御形電源回路 

 

 

 

[2]スイッチング電源回路 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a : 変調と復調に関心を持ち、基本的知識

を身につけ、意欲的に学習に取り組んで

いる。 

a : パルス回路に関心をもち、意欲的に学

習に取り組んでいる。 

d : パルス波形の基本的知識を身につけ

る 

d : 方形パルスを発生させる各種の回路

についての知識を身につける。 

 

d : 波形整形回路の種類や基本的知識を

身につける。 

 

 

d : 半波・全波整流回路の動作原理を理解

している。 

c: : 直流電源を製作する技術が習得でき

ている。 

d : スイッチング電源回路の構成と動作

原理を理解している。 

 

 

 

 

 

 

学習状況の観察 

ノートの提出 

プリントの提出 

確認テスト 

定期考査 

 


